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日本藻類学会

日本藻煩学会は昭和27年に設立され，藻学に関心なもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる.

本会は定期刊行物 「藻類」を年 4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費5，000円(学生は

3，500円)を前納するものとする.団体会員の会費は8，000円， ET別会員の会費は l口20，000円とする.

人会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生 2-4-16r学会セ ンターピ

ル内」 日本学会事務センター宛に， 原稿の送付およびパックナンパ一等については 108東京都港区港南4-5-7東

京水産大学植物学教室内日本藻類学会宛にされたい.

The Japanese Society of Phycology 

The Japanese Society of Phycology， found巴din 1952， is open to all who are interested in an) 

aspect of phycology. Either individuals or organizations may become members of th巴 Society. The 

Japanese Journal of Phycology (SORUI) is publish巴d Quarterly and distributed to members free of 

charge. The annual dues (1984) for overseas members are 6，000 Yen (send th巴 remittance to the 

Bui~ines自 Center for Academic Societ:es J apan， 4-16， Yayoi 2・chon'e，Eunkyo・ku，Tokyo， 113 Japan. 

lvlanuscript for the Journal should be addressed to the Japanese Soceity of Phycology， c/o 
Laboratory of Phycology， T、o:，yoUniversity of Fisheries， Konan 4 chome， Minato-ku， Tokyo， 108 J apan. 
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お知らせ

来る 8月21日，，-，24日に北海道大、学教養部で開催の日本植物学会第49回大会の際に， 当学会は恒例

の講演 ・懇親会の他に， 春季大会時に報告しました第3回国際藻類学会議 (1988年)開催要請につ

いての学会としての対応を審議するため，評議員会，臨時総会も下記のように開催します。

1.評議員会

日 時昭和59年8月22日昼食時。

場 所当日会場に掲示。

1.臨時総会

日 時昭和59年8月22日 17:30より。

場 所当日会場に掲示。

3.講演・ 懇親会 (世話係 :北大 ・理 ・吉固定、生:氏)

日 時臨時総会終7後，，-，20:30. . 

場 所臨時総会場と同じ。

演 者有賀祐勝氏匂(東京水産大学)。

演 題海l寵丸による南極海調査航海。

会 費 1500円(当日)。

申込み 8月15日までに，下記宛に葉書きでお願いします。

〒060札幌市北区北10条西8丁目

北海道大学理学部植物分類学教室

吉田忠生

一第 2回国際藻類学会開催のお知らせー

第2回国際藻類学会議 (InternationalPhycological Congress)が国際藻類学会 (IPS)の主催で

明1985年8月初旬にデンマ ーク国コベンハーゲン市で開催されます。一般の方々も含めて多数の参

加を歓迎しております。第 1回案内は IPS会員にはとどいておりますが，改めてこ こに概要をお知

らせします。

1 .会期 1985年8月4日(日)，，-，10日 (土)

2.会 場 コペンハーゲン市 H.C. 0rsted Institute 

3.参加費 一般は 1，500D. Kr. (邦貨約 36，000円)，但し学生及び同伴者は半額(この中には大

会中のエクスカーションと宴会の費用を含む)

4.特別講演とシンポジューム 3名の特別講演は開会式 (月曜日)終了後直ちに行い，15のシンポ

ジュームを火，木，金曜日の午前中に企画している。

5.一般講演

(1)口答発表 1題20分(講演15分，討論5分)。藻類学のあらゆる分野を含み，内容は自由で

す。

(2 )ポスタ ーセッション :展示発表は会期中を通じて行うが，説明の時聞は指定します。

(3 )発表方法 :英語に限る。

6.エクスカーション 目的地及び期聞は次の通りである。



(1)会期前の旅行:

(a)デンマ ーク最北端の Frederikshavn，8月1日，，-， 4日

(b) ノルウェー西部の Bergen，L月31日，，-，8月4日

(c)スェーデン南西部の Aneboda地方 8月1日，，-， 4日

(2 )会期中の遠足:8月7日(水)終日採集又は見学，全員参加会

( 3 )会期後の旅行:

(a)デンマ ーク中部の ]utlandlake地方 約4日間

(b)フィンランド 6，，-，7日間

(c) グリ ーンランド 10"-'12日間

第 1図案内を希望の方は金子 孝宛 (〒046余市町浜中 238北海道立中央水産試験場)に至急申

込んで下さい。折返しゼロ ックスコピーを送ります。 案内添付の申込書は 6月15日までに下記大会

事務局に送る ことになっておりますが， 遅れても受付けてくれるも のと思われます。 尚， 第2回案

内 (最終)は9月の予定です。

Second International Phycological Congress 

DIS Congress Service 

Undealle 48 

DK-2720 Vanlose， Copenhagen 

Denmark 

(正置富太郎，吉田忠生， 金子孝)




